
　
　

陸
軍
大
将
大
勲
位
功
二
級
彰
仁
親
王
題
額

我
神
州
建
國
以
来
外
征
之
見
干
史
者

十
有
餘

次
遠
之

神
后
三
韓
近
之
豊
太
閤
伐
朝
鮮
其
功
烈

冣
卓
絕
古
今
而
輓
近

皇
師
討
清
之
役
實
為
二
役

以
来
之
大
事
矣
已
起
甲
数
十
萬
而
用
兵
千
里
外
陸

抜
堅
城
海
奪
大
艦
而
訊
馘
可
以
築
京
観
也
斥
地
足

以
廣
版
圖
也
其
震
耀
皇
威
宣
揚
國
光
想
為
如
何
也

其
功
ケ
イ
軼
於
豊
太
閤
而
其
烈
實
有
光
干

神
后

亦
可
謂
古
今
之
大
捷
也
惟
其
役
大
故
我
所
喪
兵
士

之
数

亦
不
為
少
矣
今
以
茨
城
一
県
算
之
其
戦
而

斃
敵
弾
殞
於
膚
鋒
及
藎
瘁
而
病
没
者
不
下
数
百
人

之
非
藎
桓
桓
将
士
則
赳
赳

武
夫
也
誰
不
為
國
家
惜
或
水
戸
常
磐
地
素
有
鎮
霊

之
社
祀
其
嘗
至
命
國
事
者
今
兹
志
士
相
謀
合
祀
県

内
之
士
而
死
於
討
清
之
役
者
以
大
修
弔
祭
而
又
特

建
一
大
碑
於
社
側
以
表
彰
其
忠
烈
欲
使
其
霊
有
所

憑
而
其
名
有
所
伝
為
請
余
撰
其
文
余
嘗
読
国
乘
夙

欽
関
東
古
俗
特
以
義
勇
著
及
嚮
有
事
干
清
聞
東
兵

果
克
重
恥
軽
死
実
不
負
古
之
勇
名
之
知
於
彼
戦
勝

攻
取

冣
與
有
力
焉
其
勲
功
寧
可
没
哉
善
乎
此
挙

也
余
適
在
任
毎
観
管
民
帰
葬
軍
士
挙
郡
市
輙
致
哀

而
今
又
修
祭
建
碑
嗚
呼
闔
縣
協
力
如
此
其
至
也
亦

可
謂
能
体
国
家
待
兵
士
之
恩
意
矣
視
之
太
閤
征
韓

之
役
陣
没
者
無
算
其
屍
委
原
野
而
不
掩
其
魂
彷
徨

而
無
所
憑
之
可
哀
豈
其
可
同
日
而
談
焉
哉
是
雖
固

由
昭
代
之
至
徳
也
抑
亦
見
東
人
好
義
之
所
致
爾
夫

此
勇
也
義
也
今
併
以
表
之
庶
幾
使
後
人
聞
風
而
有

所
激
励
奮
起
焉
於
乎
書

明
治
三
十
季
四
月

　
　
　

茨
城
県
知
事
正
五
位
勲
五
等
江
木
千
之
撰

　
　
　

茨
城
県
書
記
官
従
五
位
勲
五
等
渡
邉
秀
書

◆
解
説

こ
の
碑
は
明
治
三
十
年
四
月
す
な
わ
ち
日
清
戦

争
の
直
後
、水
戸
常
磐
神
社
内
鎮
霊
社
の
傍
に
茨

城
県
人
で
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
将
士
が
国
の
為

に
壮
烈
に
戦
い
戦
死
し
又
は
病
に
斃
れ
た
数
百
柱

を
合
祀
し
た
際
、そ
の
名
誉
を
後
の
世
の
人
々
に

伝
え
よ
う
と
県
を
挙
げ
て
慰
霊
祭
を
執
り
行
い
建

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

碑
文
の
概
要
は
過
去
に
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
、

豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
と
あ
っ
た
が
、今
度
の
日

清
戦
争
は
そ
の
比
で
は
な
い
大
戦
果
で
あ
っ
た
。

戦
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、我
が
軍
の
損
害
も

多
く
茨
城
県
だ
け
で
も
戦
死
、戦
病
死
者
が
数
百

人
以
上
あ
る
。
誰
か
国
家
の
た
め
惜
し
ま
な
い
も

の
が
あ
ろ
う
か
。
茨
城
県
人
は
古
来
か
ら
義
勇
心

が
強
か
っ
た
が
今
度
の
戦
役
で
も
勇
名
を
挙
げ
た
。

後
世
の
人
も
こ
の
話
を
聞
い
て
奮
起
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

征
清
記
念
碑

茨
城
縣
護
國
神
社
の
慰
霊
碑
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沖
縄
県

遺
骨
収
集
活
動
日
記

特
集

参
加
者

権
禰
宜

馬
塲
愛

目
的
：
沖
縄
の
山
野
に
眠
って
お
ら
れ
る
英
霊
を

　
　
　
捜
索
お
迎
え
し
、
慰
霊
祭
を
執
り
行
って

　
　
　
国
立
墓
苑
へ
奉
葬
す
る
。

主
催
：
Ｓ
Ｙ
Ｄ
ボ
ラ
ン
テ
ィア
友
の
会

後
援
：
公
益
財
団
法
人
修
養
団

　
　
　
修
養
団
沖
縄
が
じ
ま
る
会

協
同
：
航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
有
志

期
間
：
令
和
四
年
二
月
二
十
五
㈮
〜
三
月
一
日
㈫

場
所
：
沖
縄
県
護
国
神
社
、
糸
満
市
宇
江
城
、

　
　
　
真
栄
平
、
摩
文
仁
地
区

二
月
二
十
五
日
㈮結

団
式
、安
全
確
認
等
事
前
研
修

沖
縄
県
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
い「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」指
定
が
一
月
九
日

〜
二
月
二
十
日
ま
で
の
適
用
で
あ
った
た
め
、少
人
数
で
の

開
催
と
な
り
、感
染
対
策
、壕
内
で
の
安
全
確
立
の
た
め
の

入
念
な
事
前
教
育
が
行
わ
れ
た
。

二
月
二
十
六
日
㈯壕

内
捜
索

糸
満
市
ク
ラ
ガ
ー

　
　
主
に
ク
ラ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
る
壕
内
で
の
探
索
が
行
わ

れ
た
。

壕
内
は
光
の
届
か
な
い
暗
闇
で
、い
く
つ
も
の
投
光
器
を

設
置
し
て
な
お
暗
く
、ヘッド
ラ
イ
ト
を
装
備
し
た
。

内
部
に
は
川
が
流
れ
、ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
と
水
の
冷

た
さ
で
容
赦
な
く
体
温
を
奪
って
いった
。足
を
滑
ら
せ
て

井
戸
の
中
に
落
ち
て
し
ま
った
。

ク
ラ
ガ
ー
と
は

元
々
住
民
が
水
汲
み
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
こ

の
壕
ク
ラ
ガ
ー
は
第
二
十
四
師
団
司
令
部
が
お
か
れ

日
本
軍
最
後
の
抵
抗
拠
点
の
一
つ
と
な
った
。ま
た
病

院
壕
と
し
て
も
機
能
し
た
。六
月
二
十
八
日
米
軍
に

よ
り
壕
入
り
口
が
爆
破
、馬
乗
り
攻
撃
に
あ
い
、六
月

三
十
日
師
団
長
雨
宮
巽
中
将
以
下
幕
僚
、兵
士
が
自

決
。軍
旗
の
奉
焼
が
行
わ
れ
た
。

慰
霊
碑「
山
雨
の
塔
」が
建
立
さ
れ
て
お
り
、第

二
十
四
師
団
の
通
称
号「
山
」と
雨
宮
巽
師
団
長
の

「
雨
」を
取
って
名
づ
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。

二
月
二
十
七
日
㈰

ク
ラ
ガ
ー
内
探
索

引
続
き
ク
ラ
ガ
ー
探
索
。壕
の
入
り
口
は
低
く
狭
く
何

度
も
頭
や
身
体
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
った
。欠
け
た
茶
碗
や
小

さ
な
袋
な
ど
名
前
は
分
か
ら
な
い
が
多
く
の
遺
品
を
見
つ

け
た
。

何
件
か
の
お
宅
に
お
邪
魔
し
て
お
手
洗
い
を
借
り
、お
話

を
伺
う
機
会
を
得
た
。赤
い
屋
根
瓦
に
シ
ー
サ
ー
が
乗
り
、

開
口
部
の
広
い
沖
縄
の
古
民
家
で
あ
った
。

二
月
二
十
八
日
㈪

ク
ラ
ガ
ー
内
探
索
、慰
霊
祭
、平
和
祈
念
公
園
参
拝

ク
ラ
ガ
ー
内
探
索

壕
入
口
の
広
場
を
抜
け
、く
ね
く
ね
と
蛇
行
す
る
道
の

奥
に
大
広
間
が
存
在
す
る
。そ
こ
に
至
る
道
も
水
が
流
れ
て

い
る
た
め
、粘
土
質
の
土
と
水
を
か
き
分
け
て
進
む
。大
勢

の
兵
隊
を
収
容
出
来
る
内
部
で
あ
った
。

慰

霊

祭

真
栄
平
の
住
民
の
手
に
よ
って
数
千
に
及
ぶ
戦
没
者
の

遺
骨
が
収
容
さ
れ
た
自
然
洞
窟
ア
バタ
ガ
マに
建
立
さ
れ
て

い
る「
南
北
の
塔
」に
お
い
て
、斎
主
を
牧
口
八
幡
社
小
野

宮
司
様
、副
斎
主
を
茨
城
県
神
道
青
年
会
会
長
で
筑
波
山

神
社
権
禰
宜
の
松
田
様
、典
儀
を
沖
縄
県
護
国
神
社
加
治

宮
司
様
の
御
奉
仕
で
斎
行
。参
列
者
一
同
、沖
縄
戦
で
亡

く
な
った
全
て
の
方
への
追
悼
、平
和
への
祈
り
が
捧
げ
ら
れ

た
。平

和
祈
念
公
園

広
大
な
公
園
は
沖
縄
戦
終
焉
の
地
摩
文
仁
に
位
置
し
、
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各
都
道
府
県
の
慰
霊
碑
や
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
、司
令
部

壕
や
師
範
学
校
勤
皇
隊
の
壕
な
ど
多
数
の
壕
が
残
ってい
る
。

元
師
範
学
校
の
生
徒
で
あ
った
方
や
戦
火
の
中
を
逃
げ

続
け
た
方
よ
り
詳
し
く
当
時
の
状
況
を
お
伺
い
し
た
。

三
月
一
日
㈫

解
団
式

終

わ

り

に

今
回
の
沖
縄
戦
遺
骨
収
集
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
に
あ
た
り
Ｓ
Ｙ
Ｄ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
松
谷
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆
様
方
、遺
骨
収
集
活
動
の

心
得
を
懇
切
丁
寧
に
ご
教
授
下
さ
っ
た
大
平
順
一様
、ま

た
参
加
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
誠
に
有
難
く
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
人
生
で
初
め
て
訪
れ
た
沖
縄
の
地

は
事
前
の
想
像
に
違
わ
ず
と
て
も
美
し
く
心
地
の
良
い

島
で
し
た
。こ
の
穏
や
か
な
島
に
は
お
よ
そ
暴
力
と
か
血

生
臭
い
と
は
程
遠
く
、ど
こ
か
別
の
場
所
で
の
出
来
事
か

の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
人
々
の
話
す
言
葉
も
優
し

げ
な「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
」で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
い
ざ
足
元
に
意
識
を
向
け
る
と
そ
こ
に
は
暗

く
湿
っ
た
地
下
空
間
が
広
が
って
全
て
の
苦
し
み
や
悲
し

み
が
つ
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。
現
地
で
出
会
い
、

良
く
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
歴
史
に
も
そ
の
悲
し
み
が

存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、沖
縄
に
縁
を
持
つ
方
々
の

共
通
の
悲
し
み
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
御
遺
骨
を
見
つ
け
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、探
索
し
た
場
所
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
と

分
か
る
こ
と
も
大
き
な
成
果
な
の
だ
そ
う
で
す
。
未
だ

多
く
の
御
遺
骨
が
眠
ら
れ
て
い
る
、探
索
す
べ
き
多
く
の

場
所
の一つ
を
確
認
出
来
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

知
識
と
し
て
知
って
い
て
も
実
際
に
壕
に
入
って
自
分

の
手
足
を
使
って
体
験
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
苦
し
み
や
悲
し
み
を
ほ
ん
の
ひ
と
か
け
ら
で

も
触
れ
た
こ
の
体
験
を
今
後
の
御
奉
仕
に
十
分
に
生
か

し
て
、ま
た
世
界
の
恒
久
平
和
への
思
い
を一層
高
め
る
こ

と
が
出
来
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
て
沖
縄
で
亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
御
霊

安
か
れ
と
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

灯
り
が
な
い
と
真
っ
暗
闇

写真① ⑥ ⑦ クラガー
写真② 沖縄師範学校壕跡
写真③ クラガー内作業
写真④ 慰霊祭
写真⑤ 摩文仁の丘

⑦⑥

⑤
④

③②①
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水
戸
啓
明
高
校(

同)

美
術
部
に
よ
り
干
支
の「
寅
」を
描
い
た

大
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

絵
馬
の
大
き
さ
は
縦
九
十
㎝
×
横
百
六
十
二
㎝
、美
術
部
の
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
を
練
り
、た
く
さ
ん

の
福
を
と
い
う
願
い
を
込
め
て「
百
福
」の
文
字
を
入
れ
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
生
徒
が
個
々
に
制
作
し
た
絵
馬
も
併
せ
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

水
戸
市
立
見
川
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に
よ
り
、

絵
馬
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

絵
馬
の
形
を
し
た
画
用
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
の
絵
や
文
字
を
画
面
い
っ
ぱ
い
元
気
よ
く

描
い
て
く
れ
ま
し
た
。

大
絵
馬
奉
納

奉
納

紙絵馬

「寅」を描いた大絵馬

啓明高校美術部

紙
絵
馬
奉
納
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